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北海道中央部の山間集落におけるスズメの減少

川 辺 百樹1)

AdecreaseoftreesparrowPassermo11∠allusatavillage

inthecentralpartofHokkaido

MomokiKAwABE1)

はじめに

2006年4月 に北 海 道 で ス ズ メが 減 少 して い る こと

が マ ス コ ミで 報 じ られ(例 え ば北 海 道 新 聞2006年4

月5日 付),そ の 直 後 に多 数 の ス ズ メ の 死 体 が 発 見

され た(例 え ば 北 海 道 新 聞2006年4月8日 付).こ

れ を契 機 に北 海 道 に お け る ス ズ メ の個 体 数 の変 動

が 注 目 さ れ る よ う にな り,黒 沢 ほか(2006)と 藤

巻 ・一一北(2007)は,こ の 大 量 死 が 発 生 した 前 後

の 北 海 道 に お け る ス ズ メの 個 体 数 の 変 化 を 報 告 し

た.し か し これ 以 外 の 時 期 に つ い て 北 海 道 の ス ズ

メ個 体 数 変 動 に 関す る報 告 は な い よ うで あ る.

筆 者 は,1973年 か ら北海 道 中央 部 の糠 平 で 鳥 類

の観 察 を行 って お り,1976,1980,2007,2008年

に 本 種 の個 体 数 を調 べ た.本 稿 で は 北 海 道 中 央 部

の 山 間 集 落 に お け る本 種 の 個 体 数 の 変 化 に つ い て

報 告 す る.
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調査地と調査方法

調査 は大 雪 山系 南 東 部 にあ る 糠i平(標 高 約550m,

北緯43。22',東 経143。12ノ)で 行 な った(図1).

糠 平 は,1924年 に温 泉 地 と して 開 発 さ れ 現 在 旅 館

や 民 家 な ど が お よそ100軒 あ る.集 落 の 面 積 は 約

0.5km2で,周 囲 は 森林 帯 と な っ て い る.ア メ ダス 糠

平 観 測 点 で の1979-2000年 の 年 平 均 気 温 は3.5QC,

年 平 均 降水 量 は1,298mm,積 雪 期 間 は11月 中旬 か ら

4月 下 旬 まで で あ る.

1976,1980,2007,2008年 に 集 落 を一 巡 し,個

体 数 や 営 巣 数 を 調 べ た.な お2007年 の11月 か ら

2008年 の3月 末 ま で は給 餌 場 所 に訪 れ た 最 大 数 を生

息 数 と した.

結 果

糠 平 にお け る1976,2007,2008年 の4月 上 旬 の 本種

の 個 体 数 を 表1に 示 す.1976年4月 上 旬 の3日 間 の

調 査 で は,46.7±9.03羽(平 均 ±標 準 偏 差)の ス

ズ メ が 記 録 さ れ た が,2007年 と2008年 の4月 上 旬

の 調 査 で は,そ れ ぞ れ4.8±2.41羽,2.3±2.05羽

の ス ズ メ が 記録 され た に過 ぎな か った.

1980,2007,2008年 の 本 種 の 営 巣 場 所 を 図2に 示

す.1980年 に は,5月8日 に2箇 所 で,6月3日 に5箇

所 で,8月10日 に1箇 所 で 本 種 の 営 巣 を 確 認 した.

営 巣 場 所 は 家 屋 や 物 置 の 庇,煙 突 の 開 口部,換 気

口な どで あ っ た.ま た6月3日 に は 営 巣 場 所 とは 異

な る2箇 所 で 巣 立 ち 間 もな い幼 鳥 へ の給 餌 が 観 察 さ

1)ひ が し大 雪 博 物 館080-1403北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 字 糠 平

Kamishihoro-cho,Kato-gun,Hokkaido,080-1403,Japan

HigashiTaisetsuMuseumofNaturalHistory,Nukabira,



18 ひが し大雪博物館研究報告 第31号

表2.糠 平 に お け る 繁 殖 前 期 の ス ズ メ の 個 体 数

Table2.PopulationofP2sser」moη 孟aηusatNukabiaatearly

breedingseason
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れ た.2008年 には1箇 所 で営 巣(建 物 の換 気 口)が

確 認 され た に過 ぎ な か っ た.

2007年 の 晩 秋 か ら2008年 の 早 春 まで ス ズ メ の個 体

数 の変化 を調 べ た と ころ,ス ズ メの個 体 数 は,2007

年 の11月 に は2羽,4羽,3羽 と変 動 し,12月7日 に6

羽 とな った.そ の 後12月20日 か ら4羽,さ らに1月6

日か ら3月 中 旬 ま で2羽 と しだ い に減 少 した.3月18

日か ら4月20日 ま で は0羽 か ら5羽 の 間 で変 動 した.

な お,2008年4月10日 に,4羽 の ス ズ メが 一・団 とな

って 東 方 か ら集 落 に あ るヤ チ ダ モ の 高 木 に飛 来 し,

ま もな く西 方 へ 飛 び森 林 帯 を越 え て 消 えた.

平 均46.74.8

標 準 偏 差 ±9.03±2.41

2.3

±2.05

れ た.8月10日 に確 認 さ れ た つ が い につ いて は,そ

れ 以 前 の つ が い と重 複 して い る 可 能 性 を 否 定 で き

な い の で 除外 す る と、1980年 には 少 な く と も9つ が

い が 繁殖 した と考 え られ る.2007年 に は1箇 所 で 営

巣(電 柱 の 角 パ イ プ)を 確 認 し,こ れ と は 別 の 場

所 で 巣 立 ち 直後 の幼 鳥 に給 餌 す る の が観 察 され た.

した が っ て,こ の年 は2つ が いが 繁 殖 した と判 断 さ

考 察

森 林 地 帯 の 小 集 落 で あ る 糠i平に お い て 本 種 の 繁

殖 期 の個 体 数 は,こ の30年 程 で 著 し く減 少 した こ と

が 明 らか に な っ た.こ の 減 少 が あ る 時 期 に急 激 に

生 じた の か,あ る い は徐 々 に進 行 して きた の か を

判 断 で き るデ ー タ は な い.

1980年 に営 巣 を確 認 した7軒 の 建 物 の うち,4軒

はそ の後 取 り壊 され2007年 以 前 に な くな って いた.

糠 平 で はバ クセ キ レイm碗acfllaalbaも ス ズ メ と同

図2.糠 平 に お け る1980,2006,2007年 の ス ズ メ の 営 巣 場 所.●=1980年Ol2007年 ▲

Figure2.Nestsitesof1〕2ssermo11乙allusatNukal)irain1980(●),2006(○)and2007(▲).

2008年
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じ よ う な と ころ に営 巣 して い る.1980年 にバ クセ

キ レイ が 営 巣 した12軒 の 建 物 の う ち2004年 以 前 に

7軒 が な くな っ て い た(川 辺2005).こ の よ う に本

種 の営 巣 に 適 し た 建 物 の 減 少 が 本 種 の減 少 要 因 の

一 つ と して あ げ られ る.

ス ズ メ は,巣 の 周 辺,つ ま り人 家 の周 辺 で 採 食

し,ヒ ナ に 給 餌 す る.こ の時,ス ズ メ は,人 家 周

辺 の植 生 の ま ば らな 場 所 を採 食 場 所 と して 選 ぶ よ

うで あ る.撤 去 さ れ た 人 家 の 跡 地 や 人 が住 まな く

な っ た 家 屋 の 周 辺 に は 草本 が 繁 茂 す る よ うに な る.

この よ う な 場 所 で ス ズ メが 採 食 す る こ と は 困 難 で

あ る.し た が って,人 家 周 辺 に お け る採 食 に 適 し

た 場 所 の減 少 も本 種 の 減 少 要 因 と して 効 い て い る

と考 え られ る.

ス ズ メ は 北 海 道 で は 周 年 生 息 す る 留 鳥 で あ り

(藤巻2002),糠 平 に お い て も周 年 観 察 さ れ る 留 鳥

で あ る(川 辺1974,2003).し か し繁 殖 個 体 が 繁

殖 地 に周 年 滞 在 して い る の か,あ る い は 小 規 模 な

季 節 的 移 動 を 行 な って い る の か は解 明 され て い な

い.2008年4月10日 に4羽 の ス ズ メが 集 落 の 外 か ら

飛 来 し、 集 落 の 外 に飛 び去 る の が観 察 され た 。 こ

の こ とは 、 本 種 が 繁 殖 期 に 他 の 生息 地 か ら本 調 査

地 へ 飛 来 す る こ と を示 唆 す る.し た が って,他 の

地 域 にお け る 本 種 の 個 体 数 変 動 が 糠i平 にお け る 本

種 の個 体 数 変 動 に影 響 を 与 え る と考 え られ る。

ス ズ メ は,北 海 道 にお い て 人 家 に 結 び つ い て 生

息 して い る(藤 巻2002).150年 程 前 の江 戸 時 代 末

期 の 北 海 道 に は,主 に渡 島 半 島 の一 部 に居 住 す る

わ ず か の 和 人 と 数 万 人 の ア イ ヌ 人 が 生 活 して い た

に過 ぎな か った.そ の 後,明 治 政 府 の 政 策 によ り,

大 量 の和 人 が 北 海 道 に 入 植 し,1900年 頃 まで に 北

海 道 の面 積 の11.3%に あ た る8,865k㎡ が 農 地 と な

った.さ らに1985年 には13,186k㎡ まで 農 地 は 拡大

した(氷 見 山1995).農 地 には 開 拓 民 の 家 屋 や物 置

が 建 て られ,こ こに ス ズ メ は 生 息 の場 を 得 た と考

え られ る.つ ま り北 海 道 に お い て ス ズ メ は,百 数

十 年 前か ら急 激 に個 体 数 を増加 させ た とみ なせ る.

今 日,ス ズ メ を と り ま く環 境 は 大 き く変 化 し て

い る.北 海 道 の住 宅 は,か つ て 本 州 以 南 の 開 放 的

建 築 様 式 が 導 入 さ れ た が,今 日で は 寒 冷 地 型 の 開

口部 の少 な い 住 宅 が 多 くな っ た.こ の よ うな 住 宅

は,ス ズ メ に と っ て 営 巣 場 所 の 確 保 を 困 難 に して

いる.

家庭の食べ残しなどの生ゴミは,か つて家の周

りに捨てられることが普通であった.生 ゴミは,

スズメにとって冬季の重要な食物になっていたと

考え られる.し かし,家 庭 ごみの回収が普及 し,

今 日では食べ残しなどをスズメが食物とすること

は困難となっている.ま た,阿 部(2006)が 指摘

しているように,飼 育されている犬に与えられる

餌は,積 雪期にスズメにとって重要な意味を持っ

ている.近 年はペットブームといえるほどに犬の

飼育が盛んであるが,屋 外での犬の飼育は減少し

ているようである.

上川地方の水田地帯では,か つて稲の収穫や脱

穀に伴 う落穂 に多 くのスズメが集まっていたが,

収穫の機械化が進んでか らは,落 穂がなくなりス

ズメの個体数は激減したという(米 川洋氏私信).

このような現象は,水 田地帯で一般化 していると

考えて間違いない.つ まり,水 田地帯ではスズメ

にとって越冬前の食物確保が困難な状態となって

いる.

また,注 目しなければならないのは,産 業構造

の変化によ り北海道では過疎化の進行が著しいこ

とである.離 農により人の住まなくなった農地や

閉山により人のいなくなった産炭地の住宅地にス

ズメは生息できなくなった.こ のように過疎化に

よ りスズメの生息地そのものが消失してしまった

例が北海道では少なくない.こ の状況は現在も進

行している.

このように北海道ではスズメの人家周辺での営

巣条件および採食条件が近年大きく変化 し,さ ら

には過疎化 による生息地そのものの縮小 も生じて

いる.つ まり,や や長い時間単位でみるなら,北

海道においてスズメの個体数は,減 少局面にある

と見なす ことができる.し たがって,糠 平におい

て見られるスズメの減少は,糠 平における営巣条

件や食物条件の縮小という局地的要因のみな らず,

北海道地域のスズメ個体群の減少と係わっている

可能性が示唆される.
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Summary

TheauthorexaminedthenumberofindividualsofPassermo1吻nHsatNukabiracentral
,

mountaindistrictinHokkaidoin1976,1980,2007and2008.Asaresult,theirbreeding

populationhasdecreasedtoone-ninthinthese28years.Oldhouseshavebeentakendown

andbearlandhavereducedbyvegetationrecoveryatNukabiraforthispedod.Thereforeitis

suggestedthatfactorsoftheirdecreaseatNukabiraarethereductionoftheirnestingand

foragingsites.Itisconsideredthatchangingofbuildingstyle,disapPearanceofleftoverrice

aroundhouse,riseharvestingbymachineandanincreasingofunderpopulatedareabrought

decreaseoftheirpopulationinHokkaidoinrecentyears.Forthatreasonthereisapossibility

thatthedecreaseoftheirpopulationatNukabiraisrelatedtothatinHokkaido.


